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論文内 容の要 旨

見虫の踊皮の色は遺伝的に決定されているが，関 (1962) によりカイコ・イエパエ・クロショウジ

ョウパエの野生型踊皮には βーアラニンが相当量検出されるにもかかわらず黒踊型踊皮には検出され

ないという現象がはじめて見出された。本論文はこの事実を定量的な分析により確認し，さらに遺伝

学的及び生化学的実験から昆虫の踊皮色の発現と踊皮中の βーアラニンの存否とは直接関連するもの

である乙とを確め，その因果関係を示唆するいくつかの事実を報告するものである口

(1) 見虫桶皮のアミノ酸分析

カイコ・イエバエ・クロショウジョウパエの野生型及び黒踊型踊皮についてアミノ酸分析を行なっ

た結果野生型踊皮では β・アラニンは比較的多量に含まれるアミノ酸のひとつであるが黒踊型踊皮で

は全然検出されなかったD 他のアミノ酸については差異が認められなかった。これらの昆虫の野生型

は黒桶型に対して優生であるが両者の交配型すなわち F1 の踊皮の β司アラニンの存否についても同様

の関係を確認した。 なおキイロショウジョウパエには黒!踊型は存在しないが成虫の体色が黒い black

及び ebony という突然変異がある。分析の結果野生型の踊皮には βーアラニンが存在するが ebony の

踊皮には存在しないことがわかった口またキイロショウジョウパエ・イエバエについて野生型より成

虫体色の黄色い突然変異の嫡皮には約 2 倍量のかアラニンの存在することが見出された。なおイエ

パエの踊皮を黒くさせる bp 遺伝子と成虫の体色をうすくさせる bwb 遺伝子を同時にもった二重劣

性の踊皮には野生型よりも少ないがかアラニンが存在する。以上のことから踊皮色及び成虫体色と

踊皮中の βーアラニンの存否の聞には平行関係のあることが認められる。

(ll) 黒踊型から得られた野生型表現模写

イエバエの黒踊型突然変異，すなわち bp の幼虫を βーアラニン含有飼料中で飼育すると野生型蛸

皮色をもった個体を得ることができる。それらの踊皮のアミノ酸分析を行なった結果野生型の踊皮色
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に近いものほどかアラニンの量が増加している。なお bp の中に野生型踊皮化しやすい系統としに

くい系統がある乙とを示唆する結果を得ているがまだ純系の分離には成功していない。他のアミノ酸

及びチロシナーゼ阻害剤についても同様の添食実験を行なったが β・アラニンを少量検出できた程度

で踊皮色の変化は認められなかった。

(][) β・アラニンの存在様式

カイコ及びイエバエの野生型踊皮から環流及び酵素分解でリピド及び蛋白質を遊離させたがそのい

ずれの場合も l 労以上の 9・アラニンを溶解させることができなかった。従ってかアラニンは踊皮中

のタンパク，もしくはリピドと存在場所を異にしているのではなし可かと思われる。

(町) βーアラニンの代謝機構

その手がかりを得るためにイエバエの各発生時期の幼虫の体液のアミノ酸組成をしらべたと乙ろ，

5 日目幼虫まで体液中の β・アラニンの量は野生型・黒踊型ともに痕跡程度であるが踊になり始める

と野生型の方だけ βーアラニンの量が急激に増加したD このことは体液中のかアラニンと踊皮のそれ

との間に代謝的に何らかの関連性があるものと思われる。

論文の審査結果の要旨

福士君の論文はカイコ・イエパエ・ショウジョウパエなどの見虫踊皮に含まれている βーアラニン

と踊皮の色素の関係について詳細な研究を行なったものである。すでに 1962年関はカイコの正常型の

踊皮(黄褐色)にはかアラニンが相当量含まれているにもか〉わらず，黒踊型の突然変異のそれに

は全く乙のアミノ酸の存在しないことを paper chromatography によって認めていた。

福士君はこの関係をさらに詳細に調査するためカイコ・イエバエ・クロショウジョウパエの野生型

および黒踊型踊皮についてアミノ酸の定量的分肝を行なった結果，上記の関係を確認することができ

た。なお βーアラニン以外のアミノ酸については両者の聞にほとんど差異がなかった。さらにイエバ

エやショウジョウパエでは成虫の体色が野性型よりも一層黄色い突然変異が知られているが，それら

の踊皮には野性型よりも多量の β-アラニンが含まれているという新事実を発見し，昆虫の成虫体色

とその踊皮中の βーアラニンの聞にも密接な関連のある乙とを明らかにした。

ついで同君はイエバエの黒踊型突然変異の幼虫を βーアラニンを含む飼料で飼育したところ，種々

の程度の野性型踊皮色をもったいわゆる表現模写体 (phenocopy) を得ることに成功した。これらの

個体についてアミノ酸の分析を行なったところ，野性型踊皮色に近いものほど 9・アラニンの量が増

加していることを認めた。なお β・アラニン以外のアミノ酸やチロシナーゼ阻害物質を用いた添食実

験では踊皮の色には変化がなかった口

福士君はさらにカイコおよびイエバエの野性型踊皮から濯流および酵素分解によってリピドと蛋白

を遊離させる試みを行なったが，何れの場合も 1%以上の β・アラニンを溶出させることはできなか

った D この乙とは踊皮中の 9・アラニンはリピドあるいは蛋白とはちがった存在様式をとるものと考

えられるヮさらにイエバエの幼虫について発生段階を追って，体液中のアミ酸組成を定量したとこ
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ろ， 4 日目頃までは野性型，黒踊型共にかアラニンの含量は痕跡的であるが，踊化がはじまる頃に

なると野性型のみが急激に増加した口このことは体液中のかアラニンと踊皮中のそれとの聞に密接

な関係のあることを示唆するものと思われる。

以上福士君の論文は，見虫の踊皮中のかアラニンと踊皮あるいは成虫体色の聞に密接な関係のあ

ることをはじめて定量的に確認したもので，このような興味深い現象の発見は世界でもはじめてのこ

とであり極めて独創的な研究といえる。乙の意味において同君の論文は理学博士の学位を受ける十分

な価値を有するものと思われる。
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